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研究概要： 

激甚化・広域化する近年の災害に対し，防災・減災のためには，社会における“未災”意識の共有が重要であ

る．そのため，正確なリスク情報の作成，伝達，受容，拡散，未災意識の醸成に至る一連のプロセスをセットと

して研究する新たな“未災学”が必要とされている．ここでは，その具体的な対象として，主に宅地盛土地すべ

りを例に，未災学の可能性を検証した．具体的な作業を行った地域は，東京都南部（目黒区，世田谷区，大田区

の一部）である．この地域は，武蔵野台地の南縁部にあたり，昭和初期からの宅地開発によって，人工的な平坦

化が進んでいる．そのため，多くの宅地谷埋め盛土が存在し，強震時における地すべりのリスクが比較的高い地

域である．一方，改正宅造法による公式の宅地盛土分布図も作られたが，精度が低いため，ほとんどの盛土を打

ち漏らすなど，その有効性には疑問が持たれている．つまり，この地域は，実際のリスクと受け手側（自治体・

住民）の認識のズレが相当に顕著な地域であり，本研究を実施するのに適していると判断された．研究ではま

ず，新旧大縮尺地形図の電子情報化や物理探査等を行い，盛土の位置，形状と深さを把握した．さらに，悉皆地

表調査によって，対象地域内に分布する全ての宅地谷埋め盛土を確認し，これらをGIS上で整理・図化して，公

式分布図よりも高精度のリスク分布図を作成した．さらに，こうした未災学の試み（研究の成果）を広く社会に

普及させるため，我が国の宅地形成史という視点からこの問題を平易に解説した一般書，“宅地崩壊-都市と斜

面の近現代-”（NHK出版新書）を新たに刊行した．この新書は，第1章 宅地崩壊の時代，第２章 遅れてきた

公害，第３章 盛土のミカタ，第４章 持ち家社会のリスク―宅地崩壊の背景－，第５章 わが家の生存戦略 

の全五章で構成されている．現代の宅地が抱える土砂災害のリスクとその原因について，実態，メカニズム，社

会的要因まで分野横断的に記述した，初めての成書である．すなわち，本書の成立は，未災学の可能性を具体的

に示したという点で，防災学の研究を前進させたと考えられる．そして，研究成果を広く普及したという点

で，共同利用・共同研究拠点の機能強化に資するものであると言える． 
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